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名
古
屋
刑
務
所
平
成
十
三
年
十
二
月
事
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
三
年
十
二
月
十
四
日
、
名
古
屋
刑
務
所
の
保
護
房
内
に
お
い
て
、
刑
務
官
（
副
看
守
長
）
が
受
刑
者
に
対
し
、
消
防

用
ホ
ー
ス
を
用
い
て
多
量
に
放
水
す
る
暴
行
を
加
え
た
こ
と
に
よ
り
、
肛
門
挫
裂
創
・
直
腸
裂
開
の
傷
害
を
負
わ
せ
、
翌
十
五

日
、
細
菌
性
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
死
亡
さ
せ
た
と
さ
れ
る
事
案
（
以
下
「
本
件
事
案
」
と
い
う
。
）
に
つ
き
、
境
克
彦
名
古
屋
矯

正
管
区
長
（
当
時
）
に
よ
る
告
発
（
平
成
十
五
年
二
月
十
二
日
）
が
捜
査
の
端
緒
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
当
該
告
発
状
（
以
下
「
本
件
告
発
状
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
以
下
の
点
に
つ
い
て
の
法
務
当
局
の
認
識
を
問
う
。

（
�
）

本
件
告
発
状
の
告
発
事
実
に
は
、
「
加
圧
し
た
水
を
多
量
に
放
水
す
る
暴
行
」
と
の
記
載
が
あ
る
。

「
加
圧
」
と
は
、
圧
力
を
加
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
圧
力
を
加
え
る
前
の
状
態
と
圧
力
を
加
え
た
後
の

状
態
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
圧
力
を
加
え
る
前
の
状
態
に
あ
る
水
と
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
水
の
こ
と
を
い
う
の
か
。
ま
た
、
そ

の
状
態
の
水
の
圧
力
は
何
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
だ
っ
た
の
か
。

（
�
）

圧
力
を
加
え
た
後
は
何
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
と
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
法
、
手
段
を
用
い
て
圧
力
を
加
え

た
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

一



（
�
）

本
年
十
一
月
十
四
日
の
衆
議
院
法
務
委
員
会
に
お
い
て
、
尾
�
法
務
省
矯
正
局
長
は
、
本
件
事
案
に
お
け
る
消
防
用

ホ
ー
ス
は
、
通
常
の
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
た
と
の
答
弁
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
、
法
務
当
局
は
、
本

件
告
発
状
に
「
加
圧
」
と
の
表
現
を
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


